国際動産取引法(高橋宏司担当)　2005年度期末試験
以下の４問全てに答えよ。配点と時間配分に注意すること。
1. (1)「インコタームズ2000、FOB神戸」と(2)「インコタームズ2000、CIF神戸」のそれぞれの条件による売買契約につき以下の問いに答えよ。(20点)
a.
売主と買主のどちらが運送契約の締結義務を負うか。

b.
売主と買主のどちらが保険契約の締結義務を負うか。

c.
船積港はどこか。
d.
仕向(陸揚)港はどこか。
2. 定期傭船により物品運送される場合、下記の事情の下で、船主(船舶所有者)と定期傭船者のいずれが、荷主との運送契約の運送人(責任主体）となるか論ぜよ。(30点)
荷主と運送契約の交渉にあたった定期傭船者は、自己の社名を頭書に冠した船荷証券を自己の代理店に発行させた。当該船荷証券は、“For the Master(船長のために)”と署名され、次のいわゆるデマイズ・クローズが裏面に極小活字で記載されている。
“If the ship is not owned by or chartered by demise to the company or line by whom this bill of lading is issued, this bill of lading shall take effect only as a contract with the owner or the demise charterer as the case may be as principal, made through the agency of the said company or line who act as agents only, and shall be under no personal liability whatsoever in respect thereof.(当船が本船荷証券を発行した会社によって所有または裸傭船されていない場合、当船の所有者または裸傭船者を本人として本船荷証券は効力を生じ、本船荷証券を発行した会社は代理人としてのみ行為し、船荷証券上の責任を負わない)”
3. コンテナー１台に、工場備品が2包(包Xと包Y)詰められ、海上運送に出された。包Xに備品aと備品bとが入っており、包Yに備品cと備品dとが入っていたが、運送中に備品aと備品cが滅失した。各備品の総重量と、荷揚げされるべき地及び時における市場価格は次のとおりであった。


価格(万円)
総重量(kg)

包X
備品a
10

50


備品b
250

400

包Y
備品c
500

800


備品d
300

350

以上の状況下で、国際海上物品運送法の下で、次の(1)(2)のそれぞれの場合につき、賠償額はいくらになるか。責任限度額の計算にあたっては、１計算単位を180円とせよ。結論だけでなく、思考の過程も記述すること。(30点)
(1) 船荷証券に"one container containing equipments 「備品をつめたコンテナー１台」"とだけ記載され、中品２包との記載がない場合
(2) 船荷証券に“one container containing 2 packages of equipments 「２包の備品をつめたコンテナー１台」”との記載がある場合
4. 「ICC荷為替信用状に関する統一規則および慣例」(関連規定を以下に引用している)の下で、以下の2問に答えよ。(20点)
(1) first class company(一流会社)発行による検査証明を要求している信用状のもとで、受益者は、自らが発行する検査証明を呈示した。これはディスクレになるか。

(2)　商品100個の船積を記載した船荷証券を要求し、分割船積が禁止されている信用状のもとで、97個の船積記載をした船荷証券が呈示された。これはディスクレになるか。

第20条a (引用省略)
第39条b (引用省略)
第40条a (引用省略)
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